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　川辺地区の育成会では、今年も入学式の朝、新１年生から６年生の児童全員で川辺八幡神社へ
参拝してから小学校に登校する伝統の「旗持ち登校」を実施しました。
　児童らは、地域の皆さんに見守られながら、元気いっぱいに玉川第一小学校へ初登校しました。
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今
年
３
月
で
閉
校
と
な
っ
た
川
辺

小
学
校
で
は
３
月
23
日
、
長
い
歴
史

の
区
切
り
と
な
る
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
村
長
式
辞
に
続
き
、
冨

岡
教
育
長
、
遠
藤
浩
川
辺
小
学
校
長

が
あ
い
さ
つ
。
来
賓
祝
辞
で
は
、
田

子
武
幸
川
辺
区
長
を
は
じ
め
、
須
藤

利
夫
村
議
会
議
長
、
坂
本
敬
川
辺
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、
閉
校
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
村
及
び
川
辺
小
学
校
よ

り
在
校
生
・
川
辺
区
民
の
方
々
に
閉

校
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
れ
の
こ
と
ば
と
と
も
に

出
席
者
全
員
で
校
歌
を
歌
い
、
川
辺

小
学
校
へ
別
れ
を
告
げ
、
最
後
に
、

遠
藤
校
長
と
児
童
代
表
の
河
西
海
斗

く
ん（
６
年
）か
ら
石
森
村
長
に
校
旗

が
返
納
さ
れ
、
明
治
６
年
か
ら
続
い

た
川
辺
小
学
校
１
４
１
年
の
長
い
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

 　

閉
校
式
同
日
、
閉
校
行
事
と
し
て
、

川
辺
小
学
校
閉
校
対
策
準
備
委
員
会

（
田
子
武
幸
会
長
）に
よ
る
閉
校
記
念

碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
碑
は
、
村
及
び
川
辺
区
の
助

成
金
の
ほ
か
、
川
辺
区
民
、
学
校
教

職
員
や
各
関
係
者
の
支
援
に
よ
り
建

立
さ
れ
、
川
辺
小
学
校
の
校
歌
が
き

ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。

 　

３
月
14
日
、
川
辺
小
閉
校
記
念
行

事「
し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
絵
本
ラ
イ
ブ
」

が
開
催
さ
れ
、
児
童
の
ほ
か
地
域
住

民
約
2
0
0
人
が
川
辺
小
学
校
に
集

ま
り
ま
し
た
。

　

絵
本
ラ
イ
ブ
は
、
女
優
の
室
井
滋

さ
ん
、
絵
本
作
家
の
長
谷
川
義
史
さ
ん
、

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
岡
淳
さ
ん
ら
が
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
、
演
奏
を

披
露
し
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
終
了
後
に
は
、
児
童
を
代

表
し
野
崎
優
希
さ
ん（
６
年
）が「
私

た
ち
の
学
校
は
も
う
す
ぐ
閉
校
し
ま

す
。
児
童
や
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。　

ま
た
、
全
校
児
童
ら
が
校
歌
を
歌
い
、

３
人
に
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し

た
。

閉　

校　

式

村に校旗が返納されました

建立された記念碑

読み聞かせをする室井滋さん（中央）

閉
校
記
念
碑
除
幕
式

閉
校
記
念
行
事

　
　
　
　
「
絵
本
ラ
イ
ブ
」

最後に出席者全員で校歌を歌い、川辺小学校に別れを告げました

～ 地域のみなさんと一緒に行った閉校式・閉校行事 ～～ 地域のみなさんと一緒に行った閉校式・閉校行事 ～～ 地域のみなさんと一緒に行った閉校式・閉校行事 ～

今
小のま

式
岡が子利学

校
こ葉

を続
り校

記ま
出小遠くがた史

閉

多くの“川辺っ子”を育て多くの“川辺っ子”を育ててきた川辺小学校がた川辺小学校が
平成 27 年３月、141 年の長い歴史に幕を閉平成 27 年３月、141 年の長い歴史に幕を閉じました
多くの“川辺っ子”を育ててきた川辺小学校が
平成 27 年３月、141 年の長い歴史に幕を閉じました
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川
辺
小
学
校
は
、
明
治
６
年
６

月
に
玉
川
村
円
通
寺
を
仮
校
舎
と

し
て
始
ま
り
、
同
８
年
12
月
に
有

志
の
寄
附
に
よ
り
舘
83
番
地（
現
村

営
住
宅
地
）に
校
堂
が
新
築
さ
れ
開

校
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
20
年
４
月
に
小
高
尋
常
小
学

校
に
合
併
。
21
年
３
月
に
小
高
簡

易
小
学
校
川
辺
分
教
室
、
22
年
４

月
に
川
辺
簡
易
小
学
校
、
25
年
10

月
に
泉
村
立
川
辺
尋
常
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
16
年

４
月
に
国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り

泉
村
川
辺
国
民
学
校
と
改
称
し
、

22
年
に
学
制
改
革
に
よ
り
泉
村
川

辺
小
学
校
と
改
称
。
30
年
に
は
市

町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
き
、
泉

村
と
須
釜
村
が
合
併
し
、
玉
川
村

が
誕
生
。
玉
川
村
立
川
辺
小
学
校

と
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
1
0
0
周
年
を
期
に
、
老

朽
化
し
た
木
造
校
舎
か
ら
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
へ
の
建
て
替

え
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
52
年
３
月

に
現
在
の
校
舎
が
落
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

川
辺
小
学
校
は
、
地
域
密
着
型

の
学
校
と
し
て
親
し
ま
れ
、
運
動

会
や
各
種
催
し
を
、
児
童
、
保
護
者
、

地
域
住
民
一
体
と
な
り
盛
り
上
げ
、

開
校
か
ら
1
4
1
年
、
多
く
の〝
川

辺
っ
子
〞を
育
て
て
き
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
の
あ
ゆ
み

明治８年当時の校舎

　本村でも少子高齢化が進む中、特に川辺小学校の小規
模化が進んでおり、平成27年度に複式学級編成となる
ことが推定されていました。
　平成21年度あたりから議会や村民懇談会等で、「子ど
もの成長・発達や望ましい集団生活や教育活動の確保及
び学校規模適正化を図るべき」という声があがり、川辺
小と玉一小の統合問題がでてきました。
　これらを受け村教育委員会は、以下のような経過を進
めてきました。

【主な経緯】
H22・24年の川辺地区村民懇談会において、児童数の推
移について説明
H24.５月　川辺区民へ現状説明会開催
H24.10月　川辺区０歳児～小学６年の保護者を対象に

アンケート調査実施
H25.１月　川辺小学校存続・統合検討委員会設置
H25.２月　川辺区民へ現状説明会開催
H25.３月　検討委員会より教育委員会へ提言書が提出

される
H25.７月　川辺小今後の在り方について説明会開催
　   〃　    玉川第一小学校・川辺小学校統合推進委員会設置
H25.10月　川辺小学校児童保護者へ説明会開催（PTA）
H26.３月　議会で「村立小学校及び中学校条例の一部を

改正する条例」が可決

　上記の経緯を経て、平成27年４月より川辺小学校が
玉川第一小学校に統合することとなりました。
　平成26年度より統合に向けた環境整備等が進められ、
主な整備として、児童の通学にあたりスクールバスを１
台購入し、通学バス路線を拡充したほか、玉川第一小学
校の改修工事を実施しました。

統合までの経過

授業のようす

みんなで協力して作った交通安全立看板

沿道に大勢の住民が見守った交通安全鼓笛パレード沿道に大勢の住民が見守った交通安全鼓笛パレ ド

消防団や地域住民と協力した運動
会
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　歳入の予算額で最も多いのは、地方交付税で、震災復興特別交付税等の増により前年度に比べ22.0％増で、16億
4,664万8千円、全体の42.2％を占めています。次に市町村民税の個人税分では前年度に比べ1.4％増、法人税で
33.9％増、固定資産税で5.6％減を見込み、村税全体で2.0％減で、6億6,917万9千円、全体の17.2％を占めています。
　伸び率が前年度に比べ大きいものは、福島再生加速化交付金等に係る国庫支出金で、前年度に比べ103.2％増で、
4億5,594万4千円、全体の11.7％を占めています。
　一方、繰入金では財政調整積立金繰入等の減により前年度に比べ39.6％減で、2億860万2千円、全体の5.3％を
占めています。都道府県支出金では、公共施設支援事業、緊急雇用創出事業等の減により前年度と比べ37.7％減、
2億5,475万6千円、全体の6.5％を占めています。

村税
17.2%
村税
17.2%

使用料・手数料1.7%

村民一人あたりの予算  98,232円

総務費

繰入金5.3%繰入金5.3%

地方交付税
42.2%
地方交付税
42.2%

都道府県支出金6.5%都道府県支出金6.5%

地方債
6.9%

国庫支出金
11.7%
国庫支出金
11.7%

地方譲与税1.2%

一般会計当初予算総額 39億円

歳 入

各種交付金（地方特例交付金含む）
3.0%

繰越金1.3%

その他3.0%

自主財源
28.5%

依存財源
71.5%

平成27年4月1日現在　現住人口

納める村税相当額

【内訳】
①市町村民税    39,000円
②固定資産税    48,209円
③軽自動車税      2,710円
④市町村たばこ税      8,313円

98,232円

153,885円

役場庁舎管理・税金の
徴収・戸籍関係

民生費

111,848円

児童・高齢者・障がい
者福祉関係

衛生費

67,237円

健康増進・予防接種・
除染対策・ごみ処理等

農林水産業費

43,699円

農業・林業の振興関係

平成27年度　当初予算のあらまし

6,811人

　平成 27年度の玉川村予算が、３月定例議会において可決決定されました。
　一般会計は、前年度よりも３億４千万円多い 39億円となり、特別会計を含めた総予算額は、
60億 8,992 万２千円となっています。
　平成 27年度予算の概要についてお知らせします。

消防費4.5%

土木費4.5%

教育費
10.9%

衛生費
11.7%

農林水産業費
7.7%

・ 労働費

78円

・観光等

歳入

区　　分 増減額

（単位：千円）

平成27年度
当初予算額

村 税

使用料・手数料

繰 入 金

繰 越 金

そ の 他

地 方 譲 与 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

都道府県支出金

地 方 債

歳 入 合 計

669,179

67,470

208,602

50,000

116,339

47,028

113,034

1,646,648

455,944

254,756

271,000

3,900,000

平成26年度
当初予算額

自
主
財
源

依
存
財
源

670,472

68,843

345,507

50,000

104,068

47,764

82,115

1,350,000

224,432

408,699

208,100

3,560,000

▲1,293

▲1,373

▲136,905

0

12,271

▲736

30,919

296,648

231,512

▲153,943

62,900

340,000

各 種 交 付 金
(地方特例交付金含む）

4

広報たまかわ　平成27年４月



　歳入の予算額で最も多いのは、地方交付税で、震災復興特別交付税等の増により前年度に比べ22.0％増で、16億
4,664万8千円、全体の42.2％を占めています。次に市町村民税の個人税分では前年度に比べ1.4％増、法人税で
33.9％増、固定資産税で5.6％減を見込み、村税全体で2.0％減で、6億6,917万9千円、全体の17.2％を占めています。
　伸び率が前年度に比べ大きいものは、福島再生加速化交付金等に係る国庫支出金で、前年度に比べ103.2％増で、
4億5,594万4千円、全体の11.7％を占めています。
　一方、繰入金では財政調整積立金繰入等の減により前年度に比べ39.6％減で、2億860万2千円、全体の5.3％を
占めています。都道府県支出金では、公共施設支援事業、緊急雇用創出事業等の減により前年度と比べ37.7％減、
2億5,475万6千円、全体の6.5％を占めています。

村税
17.2%
村税
17.2%

使用料・手数料1.7%

村民一人あたりの予算  98,232円

総務費

繰入金5.3%繰入金5.3%

地方交付税
42.2%
地方交付税
42.2%

都道府県支出金6.5%都道府県支出金6.5%

地方債
6.9%

国庫支出金
11.7%
国庫支出金
11.7%

地方譲与税1.2%

一般会計当初予算総額 39億円

歳 入
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153,885円

役場庁舎管理・税金の
徴収・戸籍関係

民生費

111,848円

児童・高齢者・障がい
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67,237円
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除染対策・ごみ処理等
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43,699円

農業・林業の振興関係

平成27年度　当初予算のあらまし

6,811人

　平成 27年度の玉川村予算が、３月定例議会において可決決定されました。
　一般会計は、前年度よりも３億４千万円多い 39億円となり、特別会計を含めた総予算額は、
60億 8,992 万２千円となっています。
　平成 27年度予算の概要についてお知らせします。

消防費4.5%消防費4.5%

商工費1.5%

議会費2.1%
その他0.1%

土木費4.5%土木費4.5%土木費4.5%

民生費
19.5%
民生費
19.5%

教育費
10.9%
教育費
10.9%
教育費
10.9%

衛生費
11.7%
衛生費
11.7%

総務費
26.9%

農林水産業費
7.7%
農林水産業費
7.7%

公債費
10.6%

歳 出

土木費

25,414円

道路の整備・公営住宅
等

消防費

25,998円

消防・防災に係る費用
教育費

62,210円

幼小中学校経費・公民
館関係

公債費

60,511円

村債の元金・利子
その他

13,023円

議会費・予備費等

■
平
成
27
年
度
施
政
方
針

〈
平
成
27
年
3
月
定
例
会
よ
り
抜
粋
〉

　

本
村
で
は
、
第
５
次
玉
川
村
振
興
計

画
の
将
来
像『
未
来
へ
つ
な
が
る
村
づ

く
り
”元
気
な
“た
ま
か
わ
』を
目
指
し
、

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す「
少
子
高
齢

化
」「
産
業
振
興
と
活
力
」「
安
全
と
安

心
社
会
」「
交
流
と
地
域
活
性
化
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
①
豊
か
な
人
間
性
、
郷

土
を
愛
す
る
心
を
育
む
村
、②
共
に
支

え
あ
い
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
村
、③

環
境
に
や
さ
し
く
、
快
適
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
、④
魅
力
的
で
活
力
に
満

ち
た
村
、⑤
人
と
の
交
流
に
よ
り
時
代

の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
村
の
5

つ
の
基
本
方
針
実
現
を
目
指
し
、
少
な

い
財
源
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る

た
め
、
事
業
の
緊
急
性
や
効
率
化
に
よ

る
事
業
調
整
を
し
て
、
予
算
編
成
し
た

結
果
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
39
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
国
の
施
策
で
あ
る
地

域
創
生
事
業
の
取
組
に
よ
り
、
新
た
な

地
域
の
活
性
化
や
自
治
体
運
営
の
あ
り

方
が
試
さ
れ
る
年
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、
地
域
創
生
事
業
に
よ
る
交
付
金
が

な
く
な
っ
て
も
事
業
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
い
か
に
財
源
を
確
保
す
る
か
が
大

変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

最
小
の
経
費
で
、
最
大
の
効
果
が
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
方
法
を
模
索

し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

商工費・ 労働費

8,778円

商工業・観光等

歳出 歳入

　歳出の予算額で最も多いのは、社会保障・税番号制度システム整備、屋根付き広場等整備事業等の増により総務
費で、前年度に比べ 70.0％増で、10億 4,811 万 3千円、全体の 26.9％を占めています。
　伸び率が前年度に比べ大きいものは、多面的機能支払事業、ふくしまの恵み安全・安心推進事業等の増により農
林水産業費で、前年度に比べ17.7％増で、2億 9,763 万 1千円、全体の 7.7％を占めています。
　一方、緊急雇用創出事業等の減により商工費で、前年度に比べ 19.4％減で、5,966 万 5千円、全体の 1.5％を
占めています。除染対策事業、上水道事業等補助金等の減により衛生費は、前年度に比べ 17.9％減で、4億 5,795
万 4千円、全体の 11.7％を占めています。

区　　分 増 減 額

（単位：千円）

平成27年度
当初予算額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

歳 出 合 計

83,359

1,048,113

761,794

457,954

125

297,631

59,665

173,095

177,072

423,712

3

412,141

5,336

3,900,000

平成26年度
当初予算額

75,682

616,490

779,385

557,770

125

252,817

74,006

169,385

170,549

424,540

3

432,819

6,429

3,560,000

7,677

431,623

▲17,591

▲99,816

0

44,814

▲14,341

3,710

6,523

▲828

0

▲20,678

▲1,093

340,000

区　　分 増減額

（単位：千円）

平成27年度
当初予算額

村 税

使用料・手数料

繰 入 金

繰 越 金

そ の 他

地 方 譲 与 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

都道府県支出金

地 方 債

歳 入 合 計

669,179

67,470

208,602

50,000

116,339

47,028

113,034

1,646,648

455,944

254,756

271,000

3,900,000

平成26年度
当初予算額

自
主
財
源

依
存
財
源

670,472

68,843

345,507

50,000

104,068

47,764

82,115

1,350,000

224,432

408,699

208,100

3,560,000

▲1,293

▲1,373

▲136,905

0

12,271

▲736

30,919

296,648

231,512

▲153,943

62,900

340,000

各 種 交 付 金
(地方特例交付金含む）
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平成27年度基本方針に係る主な事業平成27年度基本方針に係る主な事業平成27年度基本方針に係る主な事業

平成27年度東日本大震災復旧・復興支援事業

特別会計の状況

合　　　計

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
農業集落排水事業特別会計
簡易水道事業特別会計

997,913
508,398
50,341
126,753

0
213,662
292,855
2,189,922

会　　計　　名 当初予算額
885,894
449,867
48,245
128,152
21,870
188,445
157,916
1,880,389

112,019
58,531
2,096
▲1,399
▲21,870
25,217
134,939
309,533

当初予算額 増減額

1 豊かな人間性、郷土を愛する心を育む村づくり 332,303千円
①就業改善センター耐震補強及びトイレ改修事業　②村民グランド夜間照明発電機設置事業　③こども園造
成　④小中学校管理費・教育振興費　⑤幼小中学校連携強化推進事業　⑥学校教育指導員配置事業　⑦学校
支援地域本部事業　⑧就学援助費・就学奨励費　⑨学習講座事業　⑩各種スポーツ大会事業

2 共に支えあい生き生きと暮らせる村づくり 773,177千円
①屋内遊び場遊具更新事業　②子育て世帯臨時特例給付金事業　③臨時福祉給付金等給付事業　④こども医療
費助成事業　⑤敬老会事業　⑥障害福祉サービス事業　⑦健康の駅運営事業　⑧後期高齢医療特別会計事業・
介護保険特別会計事業・国民健康保険特別会計事業　⑨社会福祉協議会補助金

3 環境にやさしく快適で安心して暮らせる村づくり 808,409千円
①防災行政無線改修事業　②消火栓格納箱整備事業　③消防用デジタル無線機整備事業　④耐震性貯水槽設
置　⑤水路整備　⑥農業水利施設保全合理化事業　⑦木造住宅耐震改修事業　⑧社会資本整備総合交付金事
業　⑨浄化槽設置整備事業　⑩住宅用リフォーム緊急対策事業補助金　⑪上水道事業・農業集落排水事業

4 魅力的で活力に満ちた村づくり 163,039千円
①米生産意欲向上支援緊急対策事業　②森林再生事業　③農地中間管理事業　④中山間地域等直接支払事業
⑤多面的機能支払事業　⑥ふくしまの恵み安全・安心推進事業　⑦商工会等補助金

5 人との交流により、時代の変化に的確に対応できる村づくり 469,437千円
①屋根付き広場等整備事業　②地域おこし協力隊事業　③コミュニティ助成事業　④中学生国内研修　⑤た
まかわ産業まつり　⑥婚活事業　⑦福島空港利活用補助金 

■復興支援
①屋根付き広場等整備事業（再掲）　②災害見舞金　③放射性物質簡易検査事業　④除染対策事業　
⑤住宅用リフォーム緊急対策事業補助金（再掲）　⑥東日本大震災農業生産対策補助金　
⑦被災児童生徒等援助費

■復興支援（震災復興支援事業基金活用）
①災害見舞金（再掲）　②農業復興支援事業（花卉対策・20坪ハウス・ビニールハウス・施設園芸参入補助）
③中学生国内研修（再掲）　④たまかわ産業まつり（再掲）

※下線は新規事業

平成27年度 平成26年度

収益的
資本的

上水道事業会計

（単位：千円）

※完成イメージ図

雨天でも遊べる屋根付き広場

広報たまかわ　平成27年４月
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総
務
課

▼
課
長　

増
子 

貞
美

　
（
健
康
福
祉
課
長
）

▼
主
査【
派
遣
】石
山 

直
裕

　
（
教
育
委
員
会 

主
査
）

▼
主
事　

圓
谷 

春
美（
住
民
課 

主
事
）

▼
主
事【
派
遣
】関
根 

吉
博

　
（
税
務
課 

主
事
）

 

住
民
課

▼
主
事　

大
野 

正
博

　
（
健
康
福
祉
課 

主
事
）

 

税
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
賦
課
徴
収
係
長

　

車
田 

ヨ
シ
子

　
（
税
務
課 

主
任
主
査
兼
賦
課
徴
収
係
長
）

▼
主
査　

田
村 

知
恵

　
（
教
育
委
員
会 

主
査
）

 

健
康
福
祉
課

▼
課
長　

須
釜 

信
一

　
（
健
康
福
祉
課 

課
長
補
佐
）　

▼
課
長
補
佐　

溝
井 

陳
彦

　
（
地
域
整
備
課 

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

地
域
整
備
課

▼
主
任
主
査
兼
建
設
係
長
兼
管
理
係
長

　

小
針 

武
彦

　
（
地
域
整
備
課 

主
任
主
査
兼
建
設
係
長
）

▼
主
査　

大
竹 

一
誠

　
（
総
務
課 

主
査【
派
遣
】）

教
育
委
員
会

▼
主
幹
兼
泉
保
育
所
長

　

有
賀 

明
美

　
（
主
幹
兼
泉
保
育
所
長
）

▼
泉
保
育
所 

副
所
長
兼
保
育
士

　

小
針 

敏
子

　
（
泉
保
育
所 

副
所
長
兼
保
育
士
）

▼
泉
保
育
所 

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士

　

瀬
谷 

智
子

　
（
泉
保
育
所 

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）

▼
泉
保
育
所 

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士

　

岩
谷 

幸
子

　
（
泉
保
育
所 

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係
長

　

塩
澤 

春
美

　
（
総
務
課 

主
査
）

▼
主
査　

瀬
谷 

輝
賢

（
地
域
整
備
課 

主
査
）

▼
泉
保
育
所 

保
育
士　

曲
山 

ま
ゆ
み

　
（
泉
保
育
所 

保
育
士
）

▼
い
ず
み
幼
稚
園 

教
諭　

品
田 

法
子

　
（
す
が
ま
幼
稚
園 

教
諭
）

▼
す
が
ま
幼
稚
園 

教
諭　

遠
藤 

鮎
美

　
（
い
ず
み
幼
稚
園 

教
諭
）

 

退
職【
３
月
31
日
付
】

▼
塩
澤 

邦
章（
総
務
課
長
）

▼
矢
部 

由
美（
泉
保
育
所 

主
任
主
査
兼

主
任
保
育
士
）

 

再
任
用【
４
月
１
日
付
】

 

▼
地
域
整
備
課 

専
門
官　

小
針 

善
栄

村
職
員
の
人
事
異
動

　

村
職
員
人
事
異
動
が
、
４
月
１
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
異
動
の
あ
っ

た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　

）内
は
旧
所
属
・
職
名
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
紹
介

玉
川
村

萩 野  育 恵
おぎ いくの え

村
の
特
産
品
及
び
観
光
等
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
し
ま
す
！

　

４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
玉
川
村
で
活
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
荻
野
育
恵
と
申
し

ま
す
。

　

玉
川
村
の
良
さ
を
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

広報たまかわ　平成27年４月
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川辺小学校　卒業生13人

玉川第一小学校　卒業生4
3人

泉保育所の修了式

思い出の学び舎を巣立ち思い出の学び舎を巣立ち思い出の学び舎を巣立ち新たな学び舎で
　３月は旅立ちの季節です。村内の各学校や幼稚園、保育所で卒業・卒園式などが行われました。

が各学校・幼稚園で挙行されました。
　夢と希望を胸に、元気いっぱいの子どもたちが、新たな学び
舎で輝く未来へのスタートをきりました。

いずみ幼稚園　卒園児39人

すがま幼稚園　卒園児10人

須釜小学校　卒業生31人

須釜中学校　卒業生26人

泉中学校　卒業生54人
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須釜中学校　新１年生32人

いずみ幼稚園　新入園児３6人

すがま幼稚園　新入園児22
人

玉川第一小学校　新
１年生４０人

須釜小学校　新１年生11人

泉中学校　新１年生54人

川辺小学校　卒業生13人

玉川第一小学校　卒業生4
3人

泉保育所の修了式

思い出の学び舎を巣立ち思い出の学び舎を巣立ち思い出の学び舎を巣立ち新たな学び舎で

　　　　新たなスタート

新たな学び舎で新たな学び舎で

　　　　新たなスタート
　３月は旅立ちの季節です。村内の各学校や幼稚園、保育所で卒業・卒園式などが行われました。

　４月は新たな出会いの季節です。平成 27年度入学式と入園式
が各学校・幼稚園で挙行されました。
　夢と希望を胸に、元気いっぱいの子どもたちが、新たな学び
舎で輝く未来へのスタートをきりました。

が各学校・幼稚園で挙行されました。
　夢と希望を胸に、元気いっぱいの子どもたちが、新たな学び
舎で輝く未来へのスタートをきりました。

　４月は新たな出会いの季節です。平成 27年度入学式と入園式
が各学校・幼稚園で挙行されました。
　夢と希望を胸に、元気いっぱいの子どもたちが、新たな学び
舎で輝く未来へのスタートをきりました。

いずみ幼稚園　卒園児39人

すがま幼稚園　卒園児10人

須釜小学校　卒業生31人

須釜中学校　卒業生26人

泉中学校　卒業生54人
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本
村
は
、
昭
和
30
年
３
月
31
日

市
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
き
、

泉
村
と
須
釜
村
が
合
併
し
、
玉
川

村
が
誕
生
し
て
か
ら
、
平
成
27
年

３
月
30
日
を
も
っ
て
合
併
60
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
、
村
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
が
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
で
行
わ
れ
、
晴
れ
の
日
を
祝
い

約
２
６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
車
田
次
夫
元
村
長

を
は
じ
め
、
過
去
10
年
の
村
政
の

進
展
に
寄
与
さ
れ
た
64
の
個
人
・

団
体
に
表
彰
及
び
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
個
人
・
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

 【
特
別
職
等
感
謝
状
贈
呈
】

▼
元
村
長

　

車
田
次
夫

▼
元
副
村
長
、
元
助
役
、
元
収
入
役

　

小
原
嗣
男

▼
元
教
育
長

　

車
田
政
美

▼
元
議
長　

　

西
川
良
英
、
須
田
福
廣
、
矢
部

玄
信

 

【
一
般
表
彰
】

▼
元
議
会
議
員

　

大
野
式　

▼
元
教
育
委
員
会
委
員

　

吉
田
敬
一

▼
元
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

相
樂
傳
吉

▼
農
業
委
員
会
委
員

　

佐
藤
一
男
、
高
林
浅
勝

▼
元
農
業
委
員
会
委
員

　

三　

勝
巳

▼
元
民
生
児
童
委
員

　

塩
田
豊
彦
、
野
口
サ
ツ
子

▼
消
防
団
長

　

車
田
信
彦

▼
消
防
団
副
団
長

　

圓
谷
久
、
佐
久
間
福
男

▼
元
消
防
団
員

　

真
弓
保
、
有
賀
和
浩
、
眞
弓
誠
、

阿
部
秀
幸
、
矢
吹
将
徳
、
大
和
田

勝
幸
、
須
釜
吉
彦
、
石
森
栄
男
、

石
森
守
、
石
森
金
弘

【
感
謝
状
贈
呈
】

▼
元
交
通
教
育
専
門
員

　

圓
谷
善
之

▼
元
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員

　

曲
山
敬
三
郎

  

【
委
託
事
業
関
係
】12
社

▼
㈱
福
島
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
、

㈱
ア
メ
リ
カ
屋
、
㈲
玉
川
興
産
、

ひ
め
ゆ
り
総
業
㈱
、
㈱
東
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、㈱
福
島
中
央
ワ
ン
ダ
ー
、

㈱
日
本
技
術
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
、

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
、
㈱
武
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

㈱
メ
フ
ォ
ス
、
㈱
ア
イ
デ
ッ
ク
ス
、

㈱
エ
フ
コ
ム

【
工
事
関
係
】18
社

▼
村
越
建
設
㈱
、
㈱
日
立
プ
ラ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
東
北
支
店
、
水
谷
工

業
㈱
、
東
日
本
電
信
電
話
㈱
福
島

支
店
、
㈱
福
島
地
下
開
発
、
㈱
ユ

ア
テ
ッ
ク
須
賀
川
営
業
所
、
㈲
岩

谷
建
設
、
佐
藤
電
気
工
事
㈱
、
㈲

小
林
建
設
、
㈱
日
立
国
際
電
気
東

北
支
社
、
㈱
ニ
ノ
テ
ッ
ク
、
㈲
小

山
田
産
業
開
発
、
㈱
熊
田
建
設
、

㈲
円
谷
建
設
、
太
平
電
気
㈱
福
島

支
社
、
セ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
、
㈱
石
田
工
業
所
、
㈱
東
北

エ
ア
コ
ン

【
用
地
協
力
】２
名

▼
須
田
博
行
、
増
子
忠
義

  【
感
謝
状
贈
呈
】

▼
東
京
玉
川
会
、ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

㈱
、東
北
電
力
㈱
須
賀
川
営
業
所

石森村長から感謝状を受ける車田さん

玉
川
村
制
施
行
60
周
年
記
念

に
よ
る
特
別
職
等
感
謝
状

及
び
一
般
表
彰

玉
川
村
公
共
事
業
総
合
落
成
に

基
づ
く
感
謝
状

玉
川
村
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

村政進展貢献者を表彰村政進展貢献者を表彰村政進展貢献者を表彰 ～村制施行60周年記念式典 ～～村制施行60周年記念式典 ～～村制施行60周年記念式典 ～

玉川村制施行 60 周年を記念し、村の花「山桜」の木を材料とした手作りの
ペントレイを村民の皆さんに全戸配布しました。
玉川の「玉」と「川」をイメージして作られたペントレイを、ぜひご利用く
ださい。

玉川村制施行60周年記念品のペントレイを村民へ全戸配布

10

広報たまかわ　平成27年４月



TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
開
催

元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

　３月８日、岩法寺区では、伝統行事の団子まき・数珠繰りが
行われました。
　これは、地域交流活性化事業として地域の歴史を子どもか
らお年寄りみんなで学び、団子まきや数珠繰りを共に体験す
ることで地域住民の交流を図りながら伝統行事の継承を行っ
ています。
　当日は、区民ら約80名が参加し、岩法寺農業構造改善セン
ターで団子をまるめた後、白華山巌峯寺に移動し、数珠繰り、
団子まきを行い、家内安全や五穀豊穣、無病息災を願いました。

引き継がれる伝統行事

　

株
式
会
社
こ
ぶ
し
の
里（
代
表
取
締

役
石
森
春
男
玉
川
村
長
）主
催
に
よ
る

出
荷
者
講
習
会
が
３
月
５
日
、
村
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
登
録
生

産
者
ら
約
80
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
食
品
表
示
に
関
係
す
る

法
律
や
食
中
毒
予
防
の
た
め
の
衛
生
管

理
の
重
要
性
、
さ
ら
に
新
種
野
菜
の
情

報
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
幅
広
い
内

容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
メ
モ
な
ど
を
取
り
な

が
ら
、
熱
心
に
講
師
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

「
こ
ぶ
し
の
里
」出
荷
者
講
習
会

輪になり念仏を唱えながら数珠をまわします

　石川地区交通安全協会（石井清勝会長）より、新入
学児童の交通事故防止に役立てて欲しいと「交通安全
グッズ」が寄贈されました。
　３月26日、村交通安全協会長の大竹洋さん（小高）
と庶務の草野正博さん（山小屋）、村交通教育専門員
の石森和二さん（山小屋）が村教育委員会を訪れ、玉
川第一小学校・須釜小学校の新入学児童51名分の交
通安全グッズを冨岡教育長に手渡しました。

　

３
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
第
４
回
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

杯
中
学
野
球
大
会
が
、
近
隣
の
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ

め
、
泉
中
グ
ラ
ン
ド
、
須
釜
中
グ
ラ
ン

ド
の
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
泉
中
野
球
部
の
藤
井

奎
汰
主
将
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
大
会

の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
練
習
の
成
果
を
試
す
大
会

と
あ
っ
て
、
緊
張
し
な
が
ら
も
観
客
の

声
援
を
浴
び
、
元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

で
各
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

新一年生の交通安全のために

左から草野さん、石森さん、大竹さん、冨岡教育長

選手宣誓をする泉中野球部の藤井主将

新
種
の
ヤ
サ
イ
に

つ
い
て
学
ぶ

講師の話を聞く熱心な受講者

「団子まき・
 じ ゅ ず く り

数珠繰り」で無病息災を願う

石川地区安協「交通安全グッズ」寄贈
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸

健診に関する問い合わせ先　健康福祉課　☎５７-４６２３

１年に1回、健康チェックをわすれずに！１年に1回、健康チェックをわすれずに！

○集団健診○

７月８日（水）から７月２２日（水）までの１１日間、 各地区公民館

等において総合健診を行います。 詳細は回覧等でお知らせします。

○自分で出来る肥満チェック（ＢＭＩの計算）○

ＢＭＩ（体型指数）＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

（判定）18.5未満：痩せ　18.5 ～ 25未満：ふつう　25以上：肥満

さあ、 いかがでしたか？自分のからだを正しく把握しましょう。

　アッコ女史ふたたび！大人気の
「ランチのアッコちゃん」に、待望
の続編が登場！
　澤田三智子は高潮物産の契約社員だが、会議が
停滞してうまくいかない。そこに現れたのが黒川
敦子女史、懐かしのアッコさんであった。イギリ
スでティーについて学んできたいうアッコさんが、
お茶とお菓子で会議の進行を激変させていく。

　ついに始まった娘の反抗
期！生意気な態度や無視を繰
り返す娘に対して“仕返し”
をするべく母親が選んだ武器は…お弁当！娘
の高校入学から卒業までの３年間にわたる親
子の戦いの軌跡を爆笑必須の「嫌がらせ弁当」
とともに振り返る、笑いあり、涙ありのエッ
セイ集！ 

読み聞かせ会「おはなしクックちゃん」会員募集！

今日も嫌がらせ弁当
ｔｔｋｋ　著

３時のアッコちゃん
柚木　麻子　著

　「おはなしクックちゃん」はクックちゃん文庫での読み聞かせを

はじめ、特別養護老人ホーム、わくわくらんどたまかわ、幼稚園、

小学校での絵本・かみしばいの読み聞かせを行っております。は

じめての方には勉強会や研修もありますので、安心して始められ

ます。

　何かボランティアを始めたいと思っている方、楽しみながら出

来る読み聞かせをしてみませんか？ 興味がある方は玉川村公民館

（57‐4632）までお問い合わせください。

健診は「今の自分の健康状態」を知る絶好のチャンス

こんにちは！管理栄養士の圓谷

です。 保健センター勤務です。

栄養に関するお問い合わせ、

お待ちしています！
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★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から

 



お
知
ら
せ

Information

南須釜の念仏踊りより（４月３日）

新
し
い
駐
在
さ
ん
が
着
任

　

新
し
く
玉
川
駐
在
所
に
児
島
正

義
警
部
補
と
青
砥
輝
征
巡
査
が
、

着
任
し
ま
し
た
。
地
域
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
児
島
正
義
警
部
補

「
早
く
玉
川
村
に
馴
れ
、
一
件
で

も
多
く
事
件
・
事
故
を
無
く
せ
る

よ
う
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」

●
青
砥
輝
征
巡
査

「
微
力
な
が
ら
も
安
全
安
心
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」

福
島
さ
わ
や
か

行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

５
月
１
日（
金
）か
ら
31
日（
日
）

ま
で
の
１
か
月
間
は「
福
島
さ
わ

や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
員

は
国
の
仕
事
を
始
め
、
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ぺ
ー

ン
期
間
中
は
次
に
よ
り
相
談
会
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
会　

日
時
及
び
場
所

　

５
月
22
日（
金
）

　
・
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
　

村
役
場
北
庁
舎
１
階
会
議
室

　
・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　

玉
川
村
須
釜
公
民
館
１
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
５
７
ー
４
６
２
１

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
な
ど

▼
開
催
日
時
及
び
場
所

●
５
月
７
日（
木
）･
６
月
４
日（
木
）

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー（
白
河
市
中
田
１
４
０
）

●
５
月
21
日（
木
）･
６
月
18
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　
（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
４
８
ー
２
３
ー
１
７
８
５

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

青
井
沢
集
会
所
が

　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

青
井
沢
集
会
所
の
老
朽
化
に
よ

る
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、
こ
の
た

び
完
成
。
３
月
13
日
、
石
森
村
長

か
ら
青
井
沢
地
区
代
表
の
小
原
幸

雄
さ
ん
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

玉川村の
行政相談委員

眞弓好司さん
（蒜生）

☎５７-３７３５
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泉中卒業式より（３月13日） 須釜中卒業式より（３月13日）

短

歌

詠

草

集

さ
る
な
し
俳
句
会
三
月
句
会
吟
詠

澄
む
空
の
蒼
の
深
さ
に
吸
い
込
ま
れ 

蛾
の
如
く
舞
う
落
葉
の
一
つ

吉
田
ハ
ツ
子

錦
な
る
花
咲
く
如
し 

木
や
草
の
最
後
の
装
い
の
深
さ
を
見
上
ぐ小

針

　ミ
サ

新
築
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
喫
む
讃
岐
茶
の
香
り
は 

つ
と
に
わ
れ
を
刺
激
す

草
野
ケ
サ
子

子
供
ら
の
無
心
に
今
日
も
ほ
だ
さ
れ
て
歩
め
ば
道
に
野
菊
は
匂
う

大
木

　淑
子

久
々
に
曾
孫
と
遊
ぶ
夫
に
も 

余
裕
に
差
せ
る
窓
の
冬
の
日

小
豆
畑
茂
登

寄
り
添
え
て
母
と
歩
め
ば
ほ
ろ
ほ
ろ
と
落
葉
は
か
か
る
ま
ろ
き
其
の
背
に

芳
賀
多
美
子

育
て
た
る
夢
の
日
の
あ
り
少
女
の
日 

今
も
鏡
に
そ
を
映
し
つ
つ小木

　紀
恵

寒
に
咲
く
蒲
公
英
の
花
の
い
じ
ら
し
さ
辛
う
じ
て
光
ら
す
小
さ
な
花
を

須
藤

　洋
子

飼
え
る
牛
家
族
の
愛
の
物
差
し
と
夫
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2015年３月29日から

新ダイヤＳＴＡＲＴ！
　福島空港で、2015年３月29日から新ダイヤ
がスタートしました。
　伊丹便は２便（朝・夕）の機体が166席に大型
化し、滞在時間拡大で乗り継ぎが便利になりま
した。札幌便も機体が大型化し、団体旅行やビ
ジネスにも使いやすくなりました。

福島空港利用促進協議会 ☎024 -521-7127
http://www.fks-ab.co.jp/

　生後３カ月を過ぎた犬は、生涯１回の登録と、
年に１度の「狂犬病予防注射」の接種が法律で義
務づけられています。
■持参するもの
 ・ 玉川村から送られてきた「狂犬病予防注射の
お知らせ（ハガキ）」
 ・ 狂犬病予防集合注射料金　3,200 円（当時は
つり銭のないようご協力をお願いします）
※犬の登録がお済でない方は、注射料金のほか
に登録料 3,000 円がかかります。
■注射日程
 ・ 西部地区・・・５月 19日（火）
 ・ 東部地区・・・５月 20日（水）
 ・ 全　　域・・・５月 21日（木）
※詳細については、回覧板及び飼い主への個別
ハガキによりお知らせいたします。
 ▶問い合わせ先
　役場住民課 環境衛生係　☎57-4624

狂犬病予防注射を必ず受けましょう！
犬の登録と狂犬病予防注射のご案内

行き先 出発便 到着便

大阪
（伊丹）

福島 ８:35 → 大阪 ９:35 大阪 ８:05 → 福島 ９:10

福島 12:35 → 大阪 13:45 大阪 11:00 → 福島 12:05

福島 16:50 → 大阪 18:00 大阪 15:00 → 福島 16:05

福島 18:45 → 大阪 19:55 大阪 18:25 → 福島 19:30

札幌
（新千歳） 福島 ９:50 → 札幌 11:10 札幌 16:45 → 福島 18:00

新ダイヤ
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泉保育所修了式より（３月28日）

ふるさと玉川村を応援いただき
ありがとうございました

平成26年度各行政区長に感謝状

　「元気なたまかわ　ふるさと応援寄附金」にご
協力いただき、誠にありがとうございました。
　皆様からいただいたご寄附は、一度基金に積
み立て、お選びいただいた事業の実施に活用さ
せていただきます。
　今後とも、ふるさと玉川村を想う多くの皆様の
応援を心よりお待ちしております。

お誕生おめでとうございます
（3月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

おくやみ申し上げます
地区名 死　亡　者 世帯主名

（2・3月届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：3月受領分）

川　辺
岩法寺
　〃　

熊 田 藤 喜
佐久間福男
村 越　　武

様
様
様

山小屋 草 野 正 則
須 賀 川 信 用 金 庫
芳泉流会長　小 松 紀 竹 芳

様
様
様

寄付ありがとうございます

4月１日現在の村のようす （前月比）

川　辺　　　熊　田　ツル子　　  藤　喜
小　高　　　藤　田　金　二　　  　守
　〃　　　　須　藤　宮　子　　  宮　子
岩法寺　　　佐久間　七　郎　  　福　男
　〃　　　　村　越　トミヨ　　  　明
山小屋　　　草　野　正　良　  　正　良

（－  　 戸）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人）

世帯数
人　口
　男
　女

戸
人
人
人

２，０6 4
６，8 1 1
3 ，3 7 9
３，4 3 2

 3
24
5
19

小　高　　　関　根　　新　　   　光　聡

竜　崎　　　湯　澤　颯　月　   　真　次

　〃　　　　横　山　創　介　   　孝　幸

　吉　　　　有　賀　悠　翔　   　和　也

あらた

は 　づき

そう 　 すけ

ゆう 　 と

『元気なたまかわ　ふるさと応援寄附金』寄附の状況
◆寄附の状況（平成 27年 3月 31日現在）

事業の種類 件　数 金　額

１  地域の振興に関する事業 48件 2,703,500円

２  教育の振興に関する事業 17件 693,500円

３  人材育成・子育て支援に
　  関する事業 27件 399,500円

４  住民福祉の向上に関する事業 20件 427,500円

合　　　計 112件 4,224,000円

◆寄附者一覧（平成26年12月16日～平成27年3月31日）

寄附年月日 お名前 ご住所 寄附金額

H26.12.19 匿 名 非公表 非公表

H26.12.25 匿 名 非公表 非公表

H27.2.26 匿 名 非公表 10,000円

H27.2.26 南條伴次様 神奈川県 非公表

H27.3.5 匿 名 非公表 非公表

H27.3.5 匿 名 非公表 10,000円

H27.3.5 匿 名 非公表 非公表

H27.3.10 匿 名 非公表 非公表

H27.3.20 匿 名 静岡県 非公表

H27.3.20 匿 名 非公表 非公表

H27.3.25 匿 名 非公表 非公表

合　　　計 11名

累　　　計 88名 4,224,000円

　３月20日、玉川村就業改善センターで区長会が
開かれ、石森村長より区長一人ひとりに感謝状と
記念品が手渡されました。
　地域住民のためにご活躍いただいた各行政区長
のみなさん、一年間お世話になりました。
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●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●健た・・健康の駅たまかわ　●村グ・・村民グラウンド　　 ●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

●（元）3Bたいそう教室
（9：30文体）

●（元）施設愛護活動
（6：00村グ）

●（元）スポーツサロン
（13：00文体他）

●玉川第一小学校運動会
●須釜小学校運動会
●（元）スポーツサロン
（13：00文体他）

●泉保育所「親子遠足」●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）トレーニング教室
（19：00文体）

●（元）フットサル教室
（19：00体セ）

●クックちゃん文庫休館日

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

●中体連石川支部陸上大会
●（元）きっずたいいく教室

（15：30村体）

延長窓口（～19：00）

●3～ 4か月児健診
（13：30公立岩瀬病院）
●（元）きっずたいいく教室

（15：30村体）
●（元）レクダンス教室

（13：30村体）

●（元）きっずたいいく教室
（15：30村体）

●（元）レクダンス教室
（13：30村体）

●すくすく広場
●(元)フラダンス教室

（9：30就改）
●（元）バドミントン

（19：00文体）
●（元）ヨガ教室
（19：15文体）

●すくすく広場
●すくすくクラブ
（10：00健た）

●（元）バドミントン
（19：00文体）

●（元）ヨガ教室
（19：15文体）

●すくすく広場
●(元)フラダンス教室

（9：30就改）
●（元）バドミントン
（19：00文体）

●（元）ヨガ教室
（19：15文体）

みどりの日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

こどもの日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

振替休日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

憲法記念日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）トレーニング教室
（19：00文体）

●（元）フットサル教室
（19：00体セ）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）げんきUP教室
（13：30文体）

●須釜小学校鼓笛パレード
●４歳児歯科検診

（13：15保セ）
●（元）3Bたいそう教室

（9：30文体）
●（元）プール教室
（13：30矢吹温水プール）

●（元）プール教室
（13：30矢吹温水プール）

●クックちゃん文庫休館日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）げんきＵＰ教室
（13：30文体）

クックちゃん文庫休館日

●いきいき教室
（11：00健た）

●クックちゃん文庫休館日

固定資産税：第1期
軽自動車税：全期

●いきいき教室
（13：30健た）

●クックちゃん文庫休館日

◆玉川村虐待防止セン
ター専用ダイヤル
☎080-5220-4623
※毎日24時間体制で虐待
にかかわる通報（連絡）
や相談を受け付けてい
ます。

●休日当番医の診療時間は、
午前8：30～午後4：30まで
となっています。
※須賀川地区の在宅当番医
は、須賀川市保健センター
内の休日夜間急病診療所
で診察しています。
　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

新しく建設された山小屋分団屯所

16玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報誌は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。

日 月 火 水 木 金 土
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